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９月定例会の日程　９月11日 ～ ９月26日（16日間）
９月11日　　　　開会、市長の提案理由の説明
　　　　　　　　諸報告
　　12日・13日　正副議長の選挙、各委員の選任等
　　14日・15日　質疑
　　19日・20日　一般質問
　　21日・22日　委員会審査

25日　委員長報告、討論採決
　　　議案質疑（追加提案）、諸報告
26日　議案質疑（追加提案）、委員会審査（追加提案）
　　　委員長報告（追加提案）、討論採決（追加提案）
　　　決算認定議案質疑、閉会

平成31年完成予定の新分庁舎

９月
定例会号

新しい議会の構成決まる！
　　　～新体制のもと各議案を審議しました～

❷～❹
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新庁舎の基本設計に伴う議会の動き

新しい議会の構成決まる新しい議会の構成決まる新しい議会の構成決まる

就任のごあいさつ
市民の皆さま方におかれましては日ごろから市議会に対しまして、ご理解、ご協力を
賜り、心よりお礼申し上げます。
このたび、私たちは９月定例市議会におきまして、議員各位のご推挙により、議長、
副議長に就任いたしました。
私たちにとりまして、誠に身に余る光栄でありますとともに、その職責の重さに身が
引き締まる思いでございます。
さて、少子高齢化が進行し、人口減少社会の到来する中で、わが国の社会経済や地域
社会は大きく変容を見せ、高砂市も時代の変化に伴う多くの課題に直面しております。
このような中、団体意思を決定し、執行機関を監視する役割を担う市議会におきまし
ては政策形成機能の発揮、多様な市民意見の集約、反映などを通じ、その役割を十分に
果たすことがこれまで以上に求められております。
結びに、市議会といたしましては今後も、高砂市の発展と市民福祉の向上のため、全
精力を傾注してまいりますので、市民の皆さま方におかれましても、より一層のご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

高砂市議会　　　　　　　　　　　　

議　長　入　江　正　人　
副議長　福　元　　　昇　

全員協議会　３回
（６月20日、７月14日、９月８日）
総務常任委員会　５回
（６月22日、７月４日、７月10日、７月25日、８月17日）
　主な審議内容は基本設計の素案作成に必要となる各テーマに沿う
形で段階的に会派からの意見集約を図りながら、市民にとって使い
やすい庁舎であるか、職員にとって機能的な配置であるか、議会機
能のありかたについて確認しながら丁寧に審査を行いました。

副議長　福元　　昇
（市議当選　４回）

議長　入江　正人
（市議当選　５回）

監査委員　川端　宏明
（市議当選　２回）
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常 任 委 員 会 名 簿 ◎委員長　○副委員長

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

坂辺 勝彦　川端 宏明　井奥 雅樹　鈴木 利信
北畑 徹也　◎迫川 高行　○石﨑 徹

総務常任委員会総務常任委員会

入江 正人　今竹 大祐　横山 義夫　大塚 好子
◎森 秀樹　〇鷹尾 治久

市議会だより編集委員会市議会だより編集委員会

井奥 雅樹　鈴木 利信　横山 義夫　川端 宏明
大塚 好子　◎島津 明香　○森 秀樹

議会運営委員会議会運営委員会

大塚 好子　川端 宏明　北野 誠一郎　島津 明香　横山 義夫
入江 正人　◎今竹 大祐　○迫川 高行　福元 昇

広域ごみ処理施設対策特別委員会広域ごみ処理施設対策特別委員会

坂辺 勝彦　福元 昇　鈴木 利信　藤森 誠　北畑 徹也
◎砂川 辰義　○石﨑 徹

建設環境経済常任委員会建設環境経済常任委員会

北野 誠一郎　福元 昇　砂川 辰義
○島津 明香　◎藤森 誠　池本 晃

新しい議会の構成決まる
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議 会 選 出 各 種 委 員 会 委 員 名 簿

各 委 員 会 等 名 簿 ◎委員長　○副委員長

高 砂 市 交 通 安 全 対 策 会 議 委 員

環 境 保 全 協 議 会 委 員

東 播 臨 海 救 急 医 療 協 会 評 議 員

加古川歯科保健センター運営協議会委員

東 播 磨 農 業 共 済 事 務 組 合 議 会 議 員

高 砂 市 社 会 教 育 委 員

国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 委 員

民 生 委 員 推 薦 会 委 員

高 砂 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員

入江　正人

藤森　　誠

迫川　高行

迫川　高行

砂川　辰義

鷹尾　治久

池本　　晃

鈴木　利信

迫川　高行

島津　明香

1

2

1

1

2

1

2

2

5

島津　明香

石﨑　　徹

坂辺　勝彦

北畑　徹也

北野　誠一郎

大塚　好子

藤森　　誠

委　　　　員人数役　　職　　名

議長及び副議長の選出について

◎鷹　尾　治　久
　藤　森　　　誠
砂　川　辰　義
（公明党）
鷹　尾　治　久
（明風会）

○横　山　義　夫
　池　本　　　晃
鈴　木　利　信
（未来ネット）
今　竹　大　祐
（新政会）

砂　川　辰　義
大　塚　好　子
横　山　義　夫
（民主クラブ）
大　塚　好　子
（日本共産党）

決算特別委員会

会派代表者

　平成28年の９月定例会から、議長及び副議長の選出過程や任期を明らかにするため、議
長及び副議長の選挙の実施にあたって所信表明を行う機会を試行で設けています。

副議長選挙

所
信
表
明

福
元　
　

昇　

議
員

鈴
木　

利
信　

議
員

投
票
結
果

福
元　
　

昇　

議
員　

14
票

鈴
木　

利
信　

議
員　

３
票

無
効
票　

２
票

議長選挙
所
信
表
明

北
野　

誠
一
郎　

議
員

入
江　

正
人　

議
員

投
票
結
果

入
江　

正
人　

議
員　
　

14
票

北
野　

誠
一
郎　

議
員　

３
票

無
効
票　

２
票
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（９月定例会）議 案 概 要

工事請負契約を締結することについて 梅井保育園整備工事を行うもの

高砂市文化振興条例の一部を改正する条例
文化芸術振興基本法の一部改正により同法の題名が「文化芸
術基本法」となったことに伴い、引用している法律の題名を
改めるもの

高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例
・今市住宅の設置戸数の変更に伴い、必要な改正を行うもの
・公営住宅法施行令及び公営住宅法施行規則の一部改正に伴
い、これらの法令の引用条文を改めるもの

行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律別表第二の主務省令で定める
事務及び情報を定める命令の一部改正により、特定個人情報
の提供を求めることができる事務及び提供を求めることがで
きる特定個人情報が追加されたことに伴い、必要な改正を行
うもの

●可決した議案
議　案　名 内　　　　容

新庁舎建設事業 新庁舎建設工事に着手するための建築申請に要する経費

地域介護・福祉空間整備等補助事業 既存介護施設のスプリンクラー整備に要する補助金

道路新設改良事業 市道米田80・88号線道路の整備に要する費用に係る負担金

高砂・堀川周辺地区整備事業 道路舗装改修及び標識設置等に要する経費

就学奨励事業
平成30年度に小・中学校入学予定の、経済的支援が必要な児童生徒の保護者に対
し、入学後に支給していた「新入学児童生徒学用品費等補助金」を入学前の適切
な時期に支給できるようにするために必要な経費

中学校施設建設事業
学校給食センター建設事業

給食センターから給食の配送を受けるための配膳室の増築及び給食センターの建築に
関する建築申請に要する経費

●実施される主な事業
事　業　名 内　　　　容

「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について 継続審査

国民健康保険都道府県単位化に係る意見書採択についての陳情 不採択

●陳情
議　案　名 審議結果

第７回平成29年度高砂市一般会計補正予算 歳入歳出予算の総額に４億1,119万３千円を追加し、補正
後の歳入歳出予算の総額は、342億6,285万５千円とする

第１回平成29年度高砂市国民健康保険事業特別会
計補正予算

歳入歳出予算の総額に２億455万５千円を追加し、補正後
の歳入歳出予算の総額を128億1,531万７千円とする

第１回平成29年度高砂市後期高齢者医療事業特別
会計補正予算

歳入歳出予算の総額から406万円を減額し、補正後の歳入
歳出予算の総額を11億578万８千円とする

第１回平成29年度高砂市介護保険事業特別会計補
正予算

歳入歳出予算の総額に１億4,264万５千円を追加し、補正
後の歳入歳出予算の総額を69億9,476万６千円とする

第１回平成29年度広域ごみ処理事業特別会計補正
予算

歳入歳出予算の総額から500万２千円を減額し、補正後の
歳入歳出予算の総額を15億2,318万円とする

第１回平成29年度高砂市水道事業会計補正予算 支出総額に903万２千円を追加し、補正後の支出総額を28
億4,983万８千円とする

第１回平成29年度高砂市下水道事業会計補正予算 支出総額から502万９千円を減額し、補正後の支出総額を
102億5,139万円とする

第２回平成29年度高砂市病院事業会計補正予算 支出総額から１億4,304万４千円を減額し、補正後の支出
総額を57億5,682万７千円とする

●可決した補正予算
議　案　名 内　　　　容
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一　般　質　問 くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会定
例会会議録」をご覧ください。（９月定例会の会議録は12月に完成する予定です。）

自
転
車
マ
ー
ク
・
通
行
方

向
の
矢
印
の
路
面
表
示
な

ど
、
自
転
車
通
行
区
間
の
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
自
転
車
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
啓
発
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
全
市
的
に
展
開
し
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

荒
井
地
区
を
対
象
と
す
る

高
砂
市
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
を
平
成
28
年
４
月
に

策
定
し
た
。
同
年
７
月
に
「
安

全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境

創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一
部
対

象
路
線
を
追
加
し
、
高
砂
市
自

転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
自
転
車

道
、
自
転
車
専
用
帯
等
の
車
道

混
在
等
の
整
備
形
態
及
び
車
の

規
制
速
度
や
交
通
量
等
の
現
状

を
把
握
し
、
自
転
車
通
行
を
考

慮
し
て
交
差
点
に
お
け
る
設
計

の
考
え
方
を
整
理
す
る
。

　

自
転
車
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の

啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て
、
保

育
所
・
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
及

び
小
学
校
に
お
い
て
参
加
体
験

型
の
交
通
安
全
教
育
の
実
施
、

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
会
等
に
お

い
て
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
に
よ
る
模
擬
体
験
講
習
を
通

じ
て
ル
ー
ル
の
遵
守
、
マ
ナ
ー

の
向
上
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
全
国
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
臨
海
部
の
企
業
、

団
体
と
で
朝
の
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
自
転
車
利
用
者
に
対
し

て
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
向
上
を
呼

び
か
け
る
啓
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

市
政
情
報
の
広
報
充
実
に

向
け
て
、
民
間
事
業
者
と

の
官
民
協
働
事
業
と
し
て
、
行

政
情
報
の
発
信
を
図
る
行
政
の

情
報
誌
の
発
行
に
つ
い
て
提
案

し
ま
す
。

官
民
協
働
事
業
と
し
て
、

市
役
所
の
窓
口
や
各
種
手

続
な
ど
の
行
政
情
報
を
掲
載
し

た
冊
子
を
発
行
し
、
全
戸
配
布

す
る
こ
と
は
、
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
、
各
家
庭
で

繰
り
返
し
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
発
行
費
用
も
企

業
等
の
広
告
収
入
で
賄
わ
れ
る

た
め
、
市
の
費
用
負
担
も
な
く

財
政
面
か
ら
も
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
は
あ
る
が
、
財
政
負

担
の
な
い
市
政
情
報
誌
の
発
行

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
か
ら
市
内
全

中
学
校
区
で
小
中
一
貫
教

育
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
小
学

校
と
中
学
校
の
敷
地
が
物
理
的

に
離
れ
て
い
る
「
施
設
分
離

型
」
で
の
小
中
一
貫
教
育
と
な

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

一
貫
教
育
の
内
容
が
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
。

高
砂
市
小
中
一
貫
教
育
で

は
、「
学
ぶ
力
の
育
成
」

と
「
あ
た
た
か
い
心
の
育
成
」

を
二
つ
の
柱
と
し
、
各
中
学
校

区
で
小
中
学
校
が
目
指
す
子
ど

も
像
を
共
有
し
、
指
導
の
連
続

性
、
教
育
内
容
の
系
統
性
を
踏

ま
え
た
教
育
を
行
う
こ
と
で
、

学
習
習
慣
、
ま
た
生
活
習
慣
の

効
果
的
な
定
着
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
施
設
分

離
型
で
は
、
合
同
行
事
の
実
施

や
乗
り
入
れ
授
業
等
は
物
理
的

に
難
し
い
と
考
え
る
が
、
先
進

地
の
取
り
組
み
状
況
を
見
て
も
、

目
指
す
子
ど
も
像
に
向
け
て
連

続
性
の
あ
る
学
習
指
導
、
ま
た

は
生
活
指
導
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
。伊

保
小
学
校
は
一
つ
の
小

学
校
か
ら
二
つ
の
中
学
校

へ
と
進
学
す
る
。
進
学
先
と
な

る
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
と
ど
の

よ
う
に
一
貫
教
育
を
行
お
う
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

伊
保
小
学
校
の
児
童
が
二

つ
の
中
学
校
に
進
学
す
る

と
い
う
課
題
は
、
学
校
の
安
定

度
を
考
え
る
と
、
小
学
校
と
中

学
校
の
通
学
区
域
が
一
致
し
て

い
た
ほ
う
が
効
果
が
上
が
り
や

す
い
と
い
う
面
が
あ
り
、
地
域

の
学
校
と
し
て
保
護
者
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。

　

伊
保
小
学
校
で
は
、「
学
ぶ

力
の
育
成
」
と
「
あ
た
た
か
い

心
の
育
成
」
の
二
つ
の
柱
に

沿
っ
て
、
竜
山
中
学
校
区
と
荒

井
中
学
校
区
の
学
校
同
士
で
の

互
い
の
取
り
組
み
を
共
通
理
解

し
、
二
つ
の
中
学
校
区
の
目
指

す
子
ど
も
像
に
大
き
な
違
い
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
現
在
、
両

中
学
校
に
お
い
て
調
整
を
図
っ

て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
小
学

校
同
士
の
連
携
、
中
学
校
同
士

の
連
携
も
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

□
そ
の
他
の
質
問
項
目

　

・
市
内
の
交
通
に
つ
い
て

問問 答答

問答

問答 自
転
車
環
境
の
整
備
に
向
け
て

ほ
か

迫
川　

高
行

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

ほ
か

島
津　

明
香

可　決

可　決

不採択

議　案
議
決
結
果

新政会 公明党 未来ネット 明風会 日本
共産党

民主
クラブ

緑の党
グリーンズ
ジャパン

注：議長は採決に加わりません。

議会改革の一環として、議案の表決結果を公表しています。
今回は、紙面の都合上、賛否の分かれた議案のみ掲載しています。

議案の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

北
畑　

徹
也

川
端　

宏
明

藤
森　

誠

今
竹　

大
祐

池
本　
　

晃

入
江　

正
人

砂
川　

辰
義

迫
川　

高
行

森　
　

秀
樹

鈴
木　

利
信

北
野
誠
一
郎

島
津　

明
香

鷹
尾　

治
久

石
﨑　

 

徹

坂
辺　

勝
彦

大
塚　

好
子

福
元　
　

昇

横
山　

義
夫

井
奥　

雅
樹

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 注 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

× × × × × 　 × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × ○

行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例を定めることについて
第１回平成29年度高砂市広域ごみ処
理事業特別会計補正予算
国民健康保険都道府県単位化に係る
意見書採択についての陳情
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準
防
火
地
区
や
木
造
住
宅

密
集
地
域
に
お
け
る
防
火

対
策
に
つ
い
て
本
市
の
課
題
と

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。
ま

た
、
火
災
の
早
期
発
見
、
早
期

通
報
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の
観
点

か
ら
、
機
能
的
な
住
宅
火
災
警

報
器
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
伺

う
。

高
砂
市
内
に
は
、
各
地
区

で
木
造
住
宅
が
密
集
し
、

道
路
も
狭
隘
な
地
域
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
消
防
活
動

を
迅
速
、
的
確
に
行
え
る
よ
う

警
防
計
画
が
あ
る
。
警
防
計
画

は
、
各
地
区
の
状
況
に
応
じ
、

消
防
車
両
の
進
入
経
路
、
車
両

配
置
位
置
、
放
水
場
所
等
を
定

め
て
お
り
、
消
防
車
両
か
ら
の

ホ
ー
ス
延
長
を
基
本
戦
術
と
し

て
計
画
を
し
て
い
る
。
今
後
、

糸
魚
川
の
大
規
模
火
災
を
受
け
、

道
路
が
狭
く
住
宅
が
密
集
し
た

地
区
で
の
再
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
中
に
警
防
計
画

の
確
認
を
予
定
し
て
い
る
。

　

住
宅
火
災
警
報
機
の
啓
発
に

つ
い
て
は
、
最
近
で
は
複
数
設

置
し
た
警
報
機
の
一
つ
が
作
動

す
れ
ば
他
の
警
報
機
も
連
動
し

作
動
す
る
も
の
も
あ
り
、
商
業

施
設
等
で
実
施
す
る
火
災
予
防

運
動
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
警
報
機
の
説
明
を

積
極
的
に
行
う
。
自
治
会
等
の

訓
練
や
住
宅
防
火
訪
問
の
際
に
、

作
動
状
況
の
確
認
や
機
器
の
更

新
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
リ
テ
ラ

シ
ー
や
マ
ナ
ー
教
育
、
ネ

ッ
ト
い
じ
め
対
策
や
相
談
窓
口

に
つ
い
て
伺
う
。

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
、
情
報
モ
ラ
ル
の
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
各
小
中
学
校
に
お
い
て
道

徳
の
時
間
に
相
手
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
ル
ー
ル
や
約
束
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

中
学
校
の
技
術
科
で
は
情
報
モ

ラ
ル
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、

実
態
調
査
と
し
て
児
童
・
生
徒

が
記
入
す
る
悩
み
相
談
シ
ー
ト

を
学
期
毎
に
実
施
し
、
教
職
員

が
日
常
の
児
童
・
生
徒
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
相
談
を
受
け
た

り
す
る
関
係
の
構
築
も
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
、
電
話
で
の
相
談
だ

け
で
な
く
、
高
砂
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
受
け
付
け
て
い

る
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
解

決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
『
内
部
統
制
に
関

す
る
方
針
の
策
定
』
及
び
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

高
砂
市
に
お
い
て
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
部
統
制
制
度
導
入
の
必
要
性

と
そ
の
効
果
を
理
解
し
て
お
り
、

そ
の
考
え
に
沿
っ
た
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
広
範
な
事
務
の
処
理
が
求

め
ら
れ
る
中
、
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、
業
務
の
有
効
性
及
び
効

率
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
12
月
に
行
政
経
営
プ

ラ
ン
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い

る
。

今
後
、
未
経
験
の
大
型
事

業
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
リ
ス
ク
管
理
へ
の
対
応

は
。

こ
れ
ま
で
は
、
個
別
の
取

り
組
み
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
で
問
題
解
決
が
図
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
リ
ス
ク

を
把
握
し
、
全
体
的
に
管
理
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
リ
ス
ク
管

理
の
考
え
方
の
不
足
分
を
補
い
、

対
応
す
る
方
向
性
と
し
て
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
て
い

く
。

職
員
の
不
祥
事
を
未
然
に

防
ぐ
取
り
組
み
と
決
意
は
。

職
員
の
不
祥
事
を
防
止
す

る
た
め
、
倫
理
基
準
を
設

け
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
依
命

通
知
と
し
て
全
職
員
に
通
知
し
、

職
場
会
議
で
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。
不
正
行
為
が
絶
対
起

き
な
い
よ
う
に
、
職
員
は
市
民

の
た
め
の
行
政
の
推
進
に
全
力

を
つ
く
し
、
不
適
正
な
事
務
処

理
を
し
な
い
、
見
過
ご
さ
な
い
、

法
令
等
を
遵
守
す
る
、
風
通
し

の
よ
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
、

部
長
会
議
や
職
場
内
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
等
を
通
じ
、
報
告
、
連
絡
、

相
談
の
体
制
を
引
き
続
き
充
実

さ
せ
て
い
く
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
の
普
及
率
は
高
く
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
の
避
難
行
動
に
有
効
だ
と
思

う
が

ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
公
開
に
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
最
適

な
画
面
サ
イ
ズ
で
閲
覧
が
で
き

る
こ
と
や
、
浸
水
の
深
さ
、
土

砂
災
害
、
警
戒
区
域
等
が
確
認

で
き
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

公
開
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問問問 答答

問答

問答 防
火
対
策
に
つ
い
て　

ほ
か

森　
　

秀
樹

内
部
統
制
制
度
の
自
治
体
へ
の

導
入
に
つ
い
て　

ほ
か

砂
川　

辰
義

◆
高
齢
化
や
疾
病
で
聴
覚
が
低

下
し
社
会
参
加
の
障
害
に
な

る
事
も
あ
り
、
中
等
度
難
聴

者
へ
も
補
聴
器
等
の
補
装
具

助
成
を
検
討
す
べ
き
で
な
い

か
。
ま
た
、
音
声
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
困
難
な
方
の
た

め
に
携
帯
電
話
等
の
ウ
ェ
ブ

機
能
で
簡
単
に
通
報
で
き
る

《
緊
急
ネ
ッ
ト
通
報
シ
ス
テ

ム
》
の
早
期
導
入
を
求
め
る
。

　

次
に
大
規
模
災
害
で
は
、

熊
本
地
震
で
住
民
の
１
／
３

が
避
難
し
た
が
、
学
校
体
育

館
の
許
容
人
数
は
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
か
。
要
配

慮
者
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ

り
十
分
な
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
を
問
う
。

難
聴
者
へ
の
福
祉
施
策
と

消
防
通
報
に
つ
い
て

全
国
市
長
会
議
に
お
い
て

「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
つ
い
て
、
補

装
具
費
の
支
給
制
度
で
対
応
す

る
よ
う
見
直
す
こ
と
」
と
い
う

提
言
が
あ
り
、
高
砂
市
で
も
国

の
施
策
の
動
向
を
注
視
し
、
制

度
設
計
の
見
直
し
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

　

音
声
に
よ
る
意
思
疎
通
が
困

難
な
聴
覚
・
言
語
障
が
い
者
の

緊
急
通
報
は
、
緊
急
通
報
フ
ァ

ク
ス
を
使
用
し
て
対
応
し
て
い

る
。
緊
急
ネ
ッ
ト
通
報
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
指

令
セ
ン
タ
ー
導
入
時
に
検
討
を

行
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
仕
様

が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
導
入
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
平
成
29
年
３
月

総
務
省
消
防
庁
よ
り
統
一
し
た

指
標
が
示
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、

他
市
消
防
本
部
の
状
況
等
を
確

認
し
な
が
ら
、
関
係
部
局
と
連

携
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所

運
営
に
つ
い
て

市
内
の
小
中
学
校
及
び
高

等
学
校
の
体
育
館
の
収
容

可
能
人
数
は
、
約
一
万
二
千
人

と
認
定
し
て
い
る
。
教
室
等
の

ス
ペ
ー
ス
を
含
め
る
と
約
一
万

六
千
人
が
収
容
で
き
、
最
大
で

二
万
八
千
人
の
収
容
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
と
想
定
し
て
い

る
。
要
配
慮
者
に
つ
い
て
は
、

段
階
的
に
集
約
し
福
祉
避
難
所

等
へ
収
容
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
は
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
な
が

ら
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
運
営

訓
練
を
実
施
し
、
地
域
住
民
と

と
も
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
証
を

行
っ
て
い
く
。

問

問

答

答

高
齢
者
や
聴
覚
言
語
障
が
い
者
へ
の
福
祉

施
策
と
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

石
﨑　
　

徹

問答 答
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健
康
第
一
と
国
保
医
療
費

削
減
の
観
点
よ
り
、
官
民

連
携
に
よ
る
健
康
増
進
の
仕
組

み
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
？

近
年
、
国
や
地
方
自
治
体

と
民
間
企
業
、
大
学
な
ど

が
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
事

例
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
参

考
に
研
究
を
進
め
て
い
く
。

『
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
』
の
必
要
性
と
市
長

の
決
意
、
具
体
的
な
施
設
削
減

時
期
は
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

早
急
に
公
共
施
設
等
の
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的

な
視
点
を
も
っ
て
更
新
、
統
廃

合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負

担
を
軽
減
、
平
準
化
す
る
と
と

も
に
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な

配
置
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
は

そ
れ
ぞ
れ
設
置
目
的
が
あ
り
、

必
要
性
も
あ
る
が
、
今
後
将
来

の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
定
め
る
縮
減
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

個
々
の
施
設
に
つ
い
て
、
維

持
か
、
廃
止
か
、
民
間
移
管
か
、

建
て
替
え
か
等
の
個
別
計
画
の

庁
内
案
を
今
年
度
中
に
作
成
す

る
考
え
で
あ
る
。

高
砂
市
野
球
場
の
存
続
の

判
断
、
次
回
の
改
修
の
時

期
は
。ま

ず
継
続
す
る
の
か
、
継

続
す
る
場
合
は
現
在
の
位

置
づ
け
の
ま
ま
か
等
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
が
、
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
安
全
性
の
面
か
ら

も
継
続
す
る
場
合
に
は
早
急
な

対
応
が
必
要
な
施
設
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

「
第
10
次
高
砂
市
交
通
安

全
計
画
」
の
基
本
理
念
は

「
人
優
先
」
、
様
々
な
自
治
会

か
ら
対
策
要
望
さ
れ
て
い
る
所

に
つ
い
て
期
限
を
決
め
て
、
改

善
を
施
す
べ
き
で
は
。

自
治
会
か
ら
の
要
望
を
受

け
れ
ば
す
ぐ
に
現
地
確
認

を
し
、
関
係
者
等
と
協
議
を
し
、

実
現
可
能
な
こ
と
は
で
き
る
だ

け
早
急
に
対
応
し
て
き
た
。
関

係
者
等
と
の
協
議
が
整
わ
ず
、

い
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い
箇

所
が
あ
る
が
、
引
き
続
き
危
険

箇
所
の
解
消
に
向
け
努
力
し
て

い
く
。

今
年
度
よ
り
新
公
会
計
制

度
導
入
を
む
か
え
ま
す
。

市
の
準
備
体
制
は
。
取
引
を
二

つ
の
面
か
ら
「
仕
訳
」
す
る
の

が
「
複
式
簿
記
」
で
す
が
、
高

砂
市
は
決
算
後
の
一
括
仕
訳
の

た
め
、
発
表
が
非
常
に
遅
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

先
進
自
治
体
の
よ
う
に
担
当
者

が
日
々
仕
訳
で
き
な
い
の
で
す

か
。

高
砂
市
は
、
日
々
仕
訳
の

方
法
よ
り
も
費
用
的
、
人

的
負
担
が
少
な
い
う
え
、
日
々

仕
訳
と
同
等
の
成
果
物
が
得
ら

れ
る
期
末
一
括
仕
訳
の
方
法
を

よ
り
費
用
対
効
果
が
高
い
と
判

断
し
選
択
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は

導
入
初
年
度

で
あ
る
た
め
、

確
認
作
業
も

多
く
年
度
末

の
完
成
に
向

け
て
順
次
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
作
業
効
率
や
体
制
も
含
め
、

軌
道
に
乗
れ
ば
も
う
少
し
早
い

段
階
で
作
成
す
る
こ
と
も
可
能

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
類
似

団
体
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
期

末
一
括
仕
訳
の
方
法
が
全
国
的

に
大
多
数
の
自
治
体
で
採
用
さ

れ
て
い
る
た
め
、
公
表
に
つ
い

て
も
同
じ
よ
う
な
時
期
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

高
砂
市
で
も
森
友
学
園
・

加
計
学
園
問
題
の
よ
う
に

「
な
い
」
と
し
た
文
書
が
発
見

さ
れ
た
り
す
る
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。
電
子
情
報
化
も
含
め
て

文
書
管
理
の
あ
り
方
を
考
え
直

し
て
は
。

適
正
な
文
書
管
理
に
つ
い

て
、
文
書
の
保
存
年
限
に

関
す
る
基
準
例
を
含
め
、
文
書

の
取
り
扱
い
に
関
し
、
研
修
な

ど
で
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

　

文
書
の
電
子
保
管
は
、
近
年

各
市
に
お
い
て
紙
と
と
も
に
電

子
デ
ー
タ
と
し
て
も
保
有
す
る

文
書
も
数
多
く
存
在
す
る
。
永

年
保
存
の
文
書
は
増
え
る
一
方

で
あ
る
た
め
、
電
子
保
管
に
つ

い
て
も
電
子
デ
ー
タ
の
耐
用
年

数
や
ど
の
よ
う
な
媒
体
に
す
る

か
、
保
管
方
法
が
最
適
か
、
費

用
対
効
果
な
ど
を
研
究
し
、
導

入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
紙
文

書
の
減
少
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

◆
そ
の
他
質
問
項
目

・
情
報
公
開
請
求
の
開
示
を
Ｐ

Ｄ
Ｆ
で
も
行
え
る
よ
う
に
し

て
は

・
月
一
回
「
菜
食
の
日
」
「
パ

ー
ム
油
見
直
し
」
で
世
界
の

食
を
考
え
て
は

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

は
、
今
や
福
祉
施
策
か
ら

「
子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
手

段
」
の
一
環
と
し
て
、
県
下
の

自
治
体
間
で
競
争
と
な
っ
て
い

る
。
各
市
町
と
の
競
争
は
止
め

る
べ
き
。

高
砂
市
で
は
子
育
て
支
援

策
の
一
つ
と
し
て
、
保
護

者
の
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
て
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
計
画
や
、
高
砂
未
来
総
合
戦

略
に
お
い
て
も
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
他
市
町
も
同
様
の
施

策
を
推
進
し
、
各
市
町
間
で
の

比
較
が
容
易
な
た
め
、
マ
ス
コ

ミ
で
も
比
較
表
で
取
り
上
げ
て

お
り
、
都
市
間
競
争
の
一
面
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
否
め
な
い
が
、
高
砂
市
と
し

て
は
そ
の
よ
う
な
意
思
は
な
い
。

救
急
車
の
出
動
件
数
等

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

進
み
、
搬
送
者
が
増
加
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の

増
加
を
考
え
る
と
、
現
在
の
救

急
車
４
台
で
対
応
は
可
能
か
。

救
急
の
現
場
到
着
時
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
市
内
及
び
近
隣
地

域
の
受
け
入
れ
病
院
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
、
救
急
活
動

時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
隣
接
市
の
救
急
隊
に
応
援

を
依
頼
し
た
実
績
も
な
い
。
こ

れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

救
急
車
４
台
体
制
で
対
応
可
能

だ
と
考
え
る
。

自
治
会
（
町
内
会
）
の　
　

加
入
率
等

自
治
会
（
町
内
会
）
の
加

入
率
低
下
は
全
国
的
に
も

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
他
市
の

動
向
等
も
参
考
に
積
極
的
に
取

組
む
べ
き
。

第
４
次
高
砂
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、

自
治
会
加
入
世
帯
を
維
持
す
る

と
し
た
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、

自
治
会
組
織
の
維
持
、
継
続
や

活
発
な
活
動
へ
の
支
援
と
し
て

加
入
促
進
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
地
縁
的
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
中
、
地
域
の
安
心
・
安

全
の
確
保
等
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
、
ま

た
、
地
域
の
課
題
解
決
の
場
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
治
会
活

動
が
持
続
し
、
活
性
化
す
る
た

め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
も
継
続
し
て
支
援
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
近
隣
市
町
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
も
調
査

研
究
し
、
さ
ら
な
る
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問 問答 答

問答問答

問問 答答

問答

問問 答

答

官
民
連
携
に
よ
る
健
康
増
進

の
検
討
（
提
案
）　

ほ
か

鷹
尾　

治
久

今
年
度
よ
り
新
公
会
計
制
度
導
入
を

む
か
え
、市
の
準
備
体
制
は　

ほ
か

井
奥　

雅
樹

子
ど
も
医
療
費
助
成
等
に

つ
い
て　

ほ
か

横
山　

義
夫

高砂市野球場の将来は
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同
法
の
問
題
点
の
自
己
負

担
割
合
を
一
定
所
得
の
あ

る
人
を
対
象
に
３
割
へ
引
き
上

げ
。
高
砂
市
の
対
象
者
は
何
人

で
し
ょ
う
か
。

７
月
分
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
う
ち
、
２
割
負
担
は

４
８
５
人
で
、
制
度
改
正
に

よ
っ
て
３
割
負
担
と
な
る
基
準

を
当
て
は
め
る
と
、
試
算
で
は

あ
る
が
、
約
１
７
０
人
が
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
取
り
上
げ
へ
と

市
町
村
を
駆
り
立
て
る

「
保
険
者
機
能
の
抜
本
強
化
」

の
仕
組
み
に
よ
り
「
卒
業
」
に

名
を
借
り
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
取

り
上
げ
は
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
事
業
所
や
住
民
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
方
々
に
は
、

地
域
住
民
や
民
生
・
児
童
委
員

に
よ
る
助
け
合
い
や
見
守
り
活

動
な
ど
に
よ
り
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
切
れ
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。
今
後
と
も
住

み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
支
援

が
必
要
な
方
に
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
等
が
適
切
に
提
供
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
（
流
行
性

耳
下
腺
炎
）
の
予
防
接
種

の
助
成
を
求
め
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
現
在
任
意
接
種

と
さ
れ
て
い
る
が
、
予
防
接
種

を
受
け
た
人
の
90
％
に
免
疫
が

つ
く
と
言
わ
れ
、
そ
の
有
効
性

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

近
畿
市
長
会
を
通
じ
て
お
た
ふ

く
か
ぜ
予
防
接
種
の
定
期
化
に

つ
い
て
の
要
望
を
国
に
あ
げ
て

い
る
。
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

川
口
御
番
所
跡
地
の
管
理
に

つ
い
て川

口
御
番
所
の
役
割
は
港

湾
の
警
備
、
出
入
り
す
る

船
の
積
み
荷
と
乗
船
者
を
改
め

る
こ
と
に
あ
り
、
港
湾
管
理
事

務
所
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
。
歴
史
的
景

観
形
成
地
区
と
し
て
管
理
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

以
前
は
国
有
地
で
あ
り
、

県
で
管
理
を
し
て
い
た
が
、

平
成
17
年
よ
り
国
か
ら
引
き
継

ぎ
を
受
け
、
現
在
は
市
が
管
理

し
て
い
る
。
石
積
み
の
安
全
性

な
ど
を
含
め
良
好
な
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
。

「
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
は
学
校
や
官

公
庁
の
み
な
ら
ず
、
民
間
商
業

施
設
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

公
共
的
空
間
を
有
す
る
す
べ
て

の
施
設
に
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
高
砂

市
役
所
敷
地
内
の
受
動
喫
煙
の

実
態
は
解
決
さ
れ
て
い
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
来
庁
す
る
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
は
、
知
ら
ず
知

ら
ず
に
受
動
喫
煙
し
て
い
る
可

能
性
が
高
く
対
策
は
待
っ
た
な

し
で
す
。
屋
外
に
喫
煙
所
を
設

置
し
た
理
由
と
受
動
喫
煙
対
策

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。現

在
の
喫
煙
所
は
、
限
ら

れ
た
範
囲
で
、
で
き
る
だ

け
目
立
た
ず
、
か
つ
人
の
通
行

が
少
な
く
管
理
が
行
き
届
く
こ

と
な
ど
も
考
慮
し
た
場
所
に
し

て
い
る
。
今
後
も
喫
煙
者
と
非

喫
煙
者
が
互
い
に
理
解
し
合
え

る
よ
う
適
正
な
配
置
や
喫
煙
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
の
喫
煙
者
へ
は
、
自
身
の

健
康
被
害
は
も
と
よ
り
、
受
動

喫
煙
に
よ
り
、
非
喫
煙
者
に
対

し
て
健
康
へ
の
影
響
や
不
快
感

等
を
与
え
る
こ
と
を
十
分
認
識

す
る
よ
う
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
く
。

　

喫
煙
所
に
お
け
る
火
の
元
の

点
検
や
美
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
新
庁
舎
に
お
け
る
喫
煙
所

に
お
い
て
も
、
健
康
増
進
法
並

び
に
県
の
受
動
喫
煙
の
防
止
等

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
十

分
配
慮
し
た
適
切
な
場
所
に
配

置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
化
に
よ
り
医
療
費
水
準

が
高
い
た
め
納
付
金
が
上
が
り
、

保
険
料
も
上
が
る
の
で
は
？
今

よ
り
も
保
険
料
の
値
上
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
、
市
独
自
の
減
免
制

度
の
拡
充
、
法
定
繰
入
制
度
の

継
続
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

高
砂
市
は
医
療
費
水
準
が

高
い
た
め
納
付
金
は
多
く

算
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
は
法
定
外
の
一
般
会
計
繰

り
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る

医
療
費
の
増
高
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
医
療
保
険
の
基
盤
を
支

え
る
国
民
健
康
保
険
制
度
が
将

来
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
重
要
と
考
え
て
い
る
。

新
制
度
に
移
行
さ
れ
た
後
も
、

こ
の
よ
う
な
考
え
で
運
営
し
て

い
き
た
い
。
市
独
自
の
新
た
な

減
免
制
度
は
現
状
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

法
定
繰
入
は
今
後
も
継
続
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

答答 問問

問問 答答

問答

問答

介
護
保
険
法
等
改
悪
と
地
域・自
治
体

の
課
題
に
つ
い
て　

ほ
か

大
塚　

好
子

庁
舎
敷
地
内
の
受
動
喫
煙
対
策

に
つ
い
て　

ほ
か

坂
辺　

勝
彦

災
害
発
生
時
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
送
迎
の
た
め
の
、

車
両
の
協
力
等
が
不
可
欠
で
す

が
、
高
砂
市
の
考
え
方
は
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
送
迎
に

つ
い
て
は
、
徒
歩
、
乗
り

合
わ
せ
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

車
両
に
よ
る
移
送
を
想
定
し
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
所

有
す
る
公
用
車
の
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
災
害
発
生
時
の
規

模
や
状
況
に
応
じ
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
対
応
を
協
議
し
て
い

く
。

市
の
職
員
に
、
計
画
的
に

防
災
士
資
格
の
取
得
を
勧

め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
。

市
職
員
は
、
防
災
士
の
資

格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
防

災
士
の
役
割
や
活
動
内
容
を
知

識
と
し
て
持
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
、
現
に
そ
の
知
識
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
よ
っ
て
、
職
員
内
で
防
災

士
の
資
格
取
得
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と

今
後
の
育
成
は
。

組
織
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

現
在
84
自
治
会
で
結
成
さ

れ
て
お
り
、
自
治
会
構
成
世
帯

数
を
も
と
に
組
織
率
を
算
出
す

る
と
、
92
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

組
織
率
を
向
上
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
構
成
世
帯
数
が
少

な
い
自
治
会
で
は
、
単
独
自
治

会
で
の
設
立
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
近
隣
自
治
会
と
合

同
で
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
引
き
続
き
各
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
組
織
率
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

市
民
参
加
と
協
働

長
崎
県
大
町
市
で
は
、
平

成
19
年
か
ら
、
き
ら
り
輝

く
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

１
５
０
０
万
円
の
予
算
の
中
で
、

市
民
参
加
と
協
働
を
推
進
し
て

い
る
。
高
砂
市
の
市
民
参
加
と

協
働
に
対
す
る
施
策
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
は
。

高
砂
市
の
市
民
参
画
と
協

働
を
促
進
す
る
補
助
制
度

は
、「
夢
の
シ
ロ
補
助
金
」
と

「
未
来
戦
略
推
進
活
動
支
援
補

助
金
」
が
あ
る
。
今
後
の
方
針

と
し
て
は
、「
未
来
戦
略
推
進

活
動
支
援
補
助
金
」
が
担
う
新

た
な
市
民
グ
ル
ー
プ
の
設
立
や

活
動
支
援
と
「
夢
の
シ
ロ
補
助

金
」
が
担
う
市
民
活
動
の
さ
ら

な
る
活
性
化
と
地
域
力
の
向
上

へ
の
支
援
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ

の
補
助
金
が
持
つ
役
割
を
活
か

し
つ
つ
、
効
果
的
に
連
動
す
る

よ
う
な
仕
組
み
を
平
成
31
年
度

末
ま
で
に
検
討
し
て
い
く
。

問問問 答答答

問答

高
砂
市
の
防
災
対
策　

ほ
か

鈴
木　

利
信
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被
災
時
の
情
報
伝
達
に
つ

い
て
、
過
去
の
教
訓
か
ら

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
と
の
連
携

を
強
化
し
て
は
ど
う
か
？

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、

市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局

へ
の
協
力
依
頼
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
毎
年
、
総
合
防
災
訓
練

に
は
、
高
砂
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

非
常
通
信
協
会
が
参
加
し
、
映

像
配
信
や
機
器
の
展
示
な
ど
の

協
力
を
得
て
い
る
。
今
後
は
、

多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
愛

好
家
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
も
考
え
て
い
る
。

市
民
に
約
束
し
た
浸
水
対

策
を
今
後
も
計
画
通
り
、

他
の
事
業
に
優
先
し
て
進
め
る

の
か
？浸

水
対
策
は
、
平
成
24
年

度
以
降
、
市
内
の
各
地
区

で
治
水
対
策
事
業
を
計
画
に

沿
っ
て
順
次
進
め
て
い
る
。
今

後
は
、
他
の
大
型
事
業
と
の
予

算
調
整
を
図
り
、
治
水
対
策
事

業
に
ま
い
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
元
気
で
明
る
く
住
み
や
す

い
高
砂
市
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

県
・
市
の
補
助
金
を
活
用

し
、
各
地
区
で
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
市
の
事
業
と
し
て
進
め
て

は
ど
う
か
？

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
地
域
見
守
り
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
団

体
が
行
う
地
域
安
全
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
防
犯
設
備
面
か
ら
支

援
し
て
い
る
。
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
見
守
り
活
動
を
実
施
す

る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
事
業
を
活
用
し
た
設
置
に
加

え
、
市
が
管
理
す
る
公
共
施
設

へ
の
設
置
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
で
設
置
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

小
学
児
童
へ
の
防
犯
ブ

ザ
ー
配
布
に
つ
い
て
、
以

前
よ
り
各
団
体
か
ら
「
市
が
配

布
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が

出
て
い
る
が
検
討
は
？

現
在
、
市
内
５
校
の
小
学

校
１
年
生
の
児
童
に
対
し

て
、
各
種
団
体
か
ら
防
犯
ブ

ザ
ー
の
配
布
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
に
高
砂
防
犯
協

会
か
ら
、
小
学
校
１
年
生
へ
の

無
償
配
布
に
関
す
る
要
望
書
を

受
け
て
い
る
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は

児
童
の
安
全
対
策
と
し
て
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

従
来
か
ら
支
援
い
た
だ
い
て
い

る
団
体
と
も
調
整
を
行
い
、
来

年
度
の
予
算
化
に
向
け
検
討
中

で
あ
る
。

監
査
制
度
の
充
実
強
化

特
に
議
選
監
査
委
員
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
市
長
の

考
え
は
（
施
行
期
日
平
成
30
年

４
月
１
日
）

議
選
監
査
委
員
は
、
実
効

性
の
あ
る
監
査
を
行
う
た

め
に
、
よ
り
専
門
性
を
発
揮
し

た
監
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別

委
員
会
や
常
任
委
員
会
等
で
も

行
政
に
つ
い
て
の
監
視
機
能
を

あ
る
意
味
果
た
し
て
い
る
。
議

員
が
監
査
委
員
と
し
て
い
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
議

員
以
外
の
よ
り
専
門
性
の
高
い

方
が
監
査
を
行
う
こ
と
も
一
つ

の
方
法
だ
と
考
え
る
。
ど
ち
ら

が
い
い
と
い
う
の
は
判
断
し
に

く
い
た
め
、
議
会
と
十
分
な
調

整
を
し
た
う
え
で
判
断
し
て
い

き
た
い
。

決
算
不
認
定
の
場
合
に
お

け
る
長
か
ら
議
会
等
へ
の

報
告
規
定
の
整
備
（
施
行
期
日

平
成
30
年
４
月
１
日
）

認
定
、
不
認
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
決
算
の
状
況
に
つ

い
て
は
市
広
報
誌
に
よ
り
公
表

し
て
お
り
、
決
算
特
別
委
員
会

に
お
け
る
指
摘
事
項
に
対
し
て

は
ま
と
め
ら
れ
た
審
査
報
告
書

を
も
と
に
、
対
応
状
況
に
つ
い

て
議
会
に
も
報
告
し
て
い
る
。

当
該
報
告
は
、
議
会
提
出
参
考

資
料
と
し
て
、
議
決
状
況
と
と

も
に
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
公
開
し
て
い
る
。
決
算
不

認
定
に
係
る
運
用
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
必
要
な
政
省
令
の
改
正
及
び

留
意
事
項
通
知
等
も
注
視
し
て

い
く
。

地
方
公
共
団
体
の
長
等
の
損

害
賠
償
責
任
の
見
直
し
等

住
民
訴
訟
・
長
や
職
員
の

損
害
賠
償
責
任
に
対
す
る

市
長
の
基
本
理
念
、
姿
勢
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
法
改
正
に
つ

い
て
の
対
応
状
況
は

首
長
や
職
員
の
損
害
賠
償

責
任
に
つ
い
て
、
首
長
や

職
員
へ
の
萎
縮
効
果
、
国
家
賠

償
法
と
の
不
均
衡
、
損
害
賠
償

請
求
権
の
放
棄
が
政
治
的
状
況

に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
等
の
課
題
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
今
回
の
損
害
賠
償
の

額
に
限
度
額
を
設
け
る
等
の
改

正
は
、
住
民
訴
訟
の
意
義
に
一

定
の
配
慮
を
し
て
い
る
点
で
評

価
で
き
る
。

　

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
職

責
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て

定
め
る
基
準
や
賠
償
責
任
の
下

限
を
定
め
る
政
令
の
内
容
も
よ

く
考
慮
し
、
適
切
な
導
入
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答問答問答

問問 答答

問答

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て　

ほ
か

藤
森　
　

誠

地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
市
長
の
方
針
を
問
う

北
野　

誠
一
郎

人　　　　　　事
●公平委員会委員を選任するにつき同意しました。
 高砂市荒井町 松尾　嘉彦
●人権擁護委員の候補者の推薦について適任としました。
 高砂市米田町 石堂　美紀代

平成29年９月４日より、高砂市議会公式Facebook
（フェイスブック）の運用をはじめました。
高砂市議会のホームページだけではなく、こちらの
ほうでも本会議や各委員会の開催日程、市議会の活
動に関する情報などを発信していきます。ぜひご覧
ください。

高砂市議会公式Facebook（フェイスブック）をはじめました

高砂市議会公式Facebookページ
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【条例議案】
●行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
　福祉サービスの各種申請手続き書類にはマイナンバーを記載する部分があり、法律に基づき運用されています。
条例改正の内容とともに個人情報の適切な保護やこれまでに番号記載を拒んだケースを確認しました。これから
もマイナンバー制度への市民の理解を得て、合理的配慮を考えながら丁寧に運用することを確認しました。

【第７回平成29年度高砂市一般会計補正予算】主な審査
［主な審査項目］
・人件費について部署別、管理職・非管理職別に時間外勤務状況を確認したところ１ヵ月あたり60時間を超える
ケースがあり、特定の部署に偏っていることや管理職による超過労働が多いという傾向が見られました。労働基
準法や労働時間に関する指針や基準等を踏まえ、適正な人員配置や職務上のバランスのとり方、メンタルヘルス
面の研修や休暇などの状況を聞き取り調査するとともに、職場全体の意識改革を含めた取り組み方針を確認しま
した。

・新庁舎に関する建築申請手数料については建物の構造が耐震、制震、免震の違いにより額に差が生じるため今回
の補正予算に計上されていますが、本来の予算の考え方に基づくならば概算であっても当初予算に計上すべきで
あることを指摘しました。

【陳情】
・「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情については、現在全国36府県１市が緑税を独自に設
定し運用しており、兵庫県においても平成18年からこの税制を導入しています。本陳情内容の税制については現
在国において事業目的や事業内容が整理されており、平成30年度税制改正において結論を得るとの方針が示され
ています。このことが県民市民への新たな負担にならないか慎重に検討を望むところであり、本陳情については
全会一致で継続審査となりました。

当委員会に付託された各議案について審査しました。
【条例議案】
●高砂市文化振興条例の一部を改正する条例
「文化芸術振興基本法」が「文化芸術基本法」になることに伴う条例改正であり、当法の範囲拡充を受け、生活
を支え豊かにする文化の振興を発展させていくことを確認しました。

【第７回平成29年度高砂市一般会計補正予算】主な審査
・社会福祉事務事業の、成年後見制度利用支援事業助成金の対象要件等について確認しました。

・スプリンクラー設備等の整備支援事業では、今回、申請のあった事業所が整備されることにより市内の該当施設
が全て整備されることを確認しました。

・就学奨励事業では、新入学児童生徒学用品費等の入学前支給の実施にあたって、補助対象者の所得要件の確認
と、受付時間の延長等を当局において検討すべきであると委員会としての意見がまとめられました。

【事件議案】（追加提案）
・保育園建設事業（梅井保育園）では、子ども園化に向けた工事契約について、適正な入札であったことを確認し
ました。

【陳情】
・国民健康保険都道府県化に係る意見書採択についての陳情では、来年の保険料も不明瞭で事業方針だけが決定し
ている趣旨に賛同する意見と、税の公平性の観点や国民皆保険を維持していくことが何よりも大切であることか
ら不採択とする意見が同数となり、委員長の決するところにより不採択としました。

（９月定例会）委員会審査の概要報告

総務常任委員会

文教厚生常任委員会
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【条例議案】
●高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例を定めることについて
　今市市営住宅の設置戸数の変更や公営住宅法施行令及び同法施行規則の一部改正に伴う条例改正について審査し
ました。市営住宅の承継承認基準や法改正に基づく条例改正の必要性について議論となりました。承継承認基準に
ついては、県や市の基準の提示を求め、適正であると確認しました。また、今回の法改正で、市営住宅の明渡請求
の収入基準を条例で変更できることになったが、当市や近隣市の状況から変更せず、従来通りの基準額に留めるこ
とも確認しました。

【一般会計、水道事業会計、下水道事業会計の各補正予算】
●人件費の増減額補正について
　当委員会が所管する各部の人事異動等により増減した人件費を確認しました。
●追加事業の予算計上について
　次の３事業について、現場視察も行い審査を進めました。
・高砂・堀川周辺地区道路整備事業は、工楽家旧宅付近の道路整備と案内標識や誘導看板の設置を行う事業であ
り、資料等で確認しました。また、景観形成地区内の狭あい道路整備については、市全体の狭あい道路対策の
中で進めると確認しました。
・米田80・88号線道路改良事業は法華山谷川の右岸道路整備事業で、竜山橋を含む県道との接続部分の通行が特
に危険だと指摘しました。県道の安全確保は県事業であるが、市も県との協議を十分行なうとのこと。協議経
過については、適時委員会に報告予定です。
・ＪＲ曽根駅周辺整備事業は南池・時光寺準幹線の拡幅工事に伴う補償費について確認しました。関連として、
予定されているエレベーター設置については課題が多く見つかり、現在進めている詳細設計に遅れが生じてい
ると判明しました。懸案事項となっているエレベーター設置とその他予定されている駅前広場事業等を切り離
すことも検討し、費用や完成までの期間等に変更がある場合は速やかに委員会に報告するよう申し入れまし
た。

●第７回平成29年度高砂市一般会計補正予算
　広域ごみ処理事業特別会計への繰出金（人件費）の減額について審査しました。

●第１回平成29年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計補正予算
　広域ごみ処理事務事業の解体工事における廃棄物の処分先・処分方法等（石綿、ダイオキシン類、ＰＣＢ、汚染
土）伊賀市環境保全負担金条例により確認・審査しました。

建設環境経済常任委員会

広域ごみ処理施設対策特別委員会
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傍聴へどうぞ

12月定例会

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにて
お知らせいたします。

12月定例会は

12月４日（月）
開会予定です
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